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新中期経営計画「ＶＡＬＵＥ ＵＰ ２１」について 

 

  武蔵野銀行（頭取  三輪克明）では、４月より３年間（平成１９年４月～平成２２年３月）の新中

期経営計画「ＶＡＬＵＥ ＵＰ ２１」をスタート致しますので、別紙のとおりお知らせします。 

 

  前中期経営計画「ＪＵＭＰ ＵＰ ２１」におきましては、「収益力の一段の強化」「財務体質の一

層の向上」、「営業基盤のさらなる拡充」に向けて、様々な施策や改革を推し進めてまいりました結

果、お客さまとの取引基盤を一層拡充することができました。また、コア業務純益が５期連続して

過去最高益を更新、自己資本も計画を大きく上回る水準に達することが確実となるなど、収益性、

健全性とも格段に高まりました。 

 

  新中期経営計画「ＶＡＬＵＥ ＵＰ ２１」は、前中期経営計画の成果を基礎として、次の計画期

間を「新たな価値創造に向けた３年間」と位置付け、お客さまに対して付加価値の高いサービスを

ご提供することにより、お客さま満足度の向上を通じて当行の企業価値を極大化していくことを期

して名付けたものであります。この計画を着実に遂行すべく、「営業体制の抜本的改革」「人財・組

織の活性化」「経営品質の高度化」を最重要課題として取組み、「お客さま満足度Ｎo.１銀行、県民

のベストリテールバンク」として、埼玉県内においてさらに確固たる経営基盤を築いてまいりたい

と考えております。 

 

  市場性豊かな埼玉県においては、今後も金融競争の激化は必至と考えられますが、引続き当行は、

この「ＶＡＬＵＥ ＵＰ ２１」のもと、県民の皆さまの真のベストパートナーとなるべく、たゆま

ぬ努力と強い使命感をもってお客さまや株主さまの満足度向上をひたすら追求してまいる所存で

す。 
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                  ＶＡＬＵＥ ＵＰ ２１ 

                  ～新たな価値創造の３年間～ 

《名称の狙い》  お客さまに対するサービスの価値を高めることにより、お客さま満

足度の向上を通じて当行の企業価値の極大化を目指すものであり

ます。 

 

 

                  平成１９年度～平成２１年度（３年間） 

 

 

                  「お客さま満足度 No.１銀行、県民のベストリテールバンク」 

     

 

                  役職員が一丸となって、お客さま、株主さま、地域社会に高付加価値のサービスを提供

することにより当行に対する好感度向上に取組み、強固な支持基盤を確立する。 

                  ◎お客さま満足度Ｎｏ.１銀行の追求 

                  ◎持続的成長戦略の展開 

                  ◎スリムで強靭な企業体質の構築 

 

                  １．営業体制の抜本的改革   

                      ・ＣＳ（お客さま満足度）向上に向けた営業体制の構築 

                      ・営業店の店質に応じた効率的営業体制の確立と重点地域への経営資源の傾斜配分 

                      ・ＢＰＲ（業務再構築）推進による営業店事務効率化の強力展開 

（１）「法人」戦略  

                   ・新規事業所開拓及び貸出シェアアップ活動の更なる推進 

                       ・コンサルティング機能の充実 

                       ・外訪担当者の提案営業力、情報提供力など融資渉外スキルの向上 

                     （２）「個人ローン」戦略  

                   ・住宅ローンセンターの営業力及び営業店との連携強化 

                       ・ハウスメーカー、デベロッパー等への積極的な深耕活動 

                       ・資産運用相談、セールス機能強化に向けた人財の育成、登用 

                     （３）「広義の調達（預金・預り資産）」戦略  

                   ・お客さまニーズに応じたフェーストゥフェースによる営業力の強化 

                       ・団塊世代向け商品・サービスのラインナップ充実 

                       ・対面・非対面チャネルを活用したアプローチ強化による取引メイン化の推進 

２．人財・組織の活性化（人は最大の財産） 

                      ・外訪担当者増員と少数精鋭による内部組織体制の確立 

                      ・人財活性化に向けた人事諸施策の展開 

３．経営品質の高度化 

                      ・経営の各般に亘るＩＴの戦略的活用 

                      ・バーゼルⅡ、Ｊ－ＳＯＸ対応を含む内部管理態勢の強化 

・ＣＳＲへの積極的取組み 

名       称 

計 画 期 間 

目指す銀行     

像 

基本方針 

基 本 戦 略 

新中期経営計画の概要 



                  

 

１６年３月期実績      １９年３月期実績（見込）   平成２２年３月期必達目標                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以  上 

 

 

 

                    

 

計 数 目 標 

１９７億円 

６１億円 

０．６８％ 

６２．０４％ 

９．３２％ 

５．１９％ 

 

 

１８，７１４億円 

 

１９，４７６億円 

 

２６，４８８億円 

 

１，２９２億円 

 

 

２３０億円 

１１４億円 

０．７１％ 

６０％ 

１０．３％ 

２．８％ 

 

 

２３，１００億円 

 

２４，３００億円 

 

２９，３００億円 

 

４，４００億円 

 

 

・コア業務純益         

・当期純利益 

・コア業務純益ＲＯＡ   

・コア業務粗利益ＯＨＲ     

・自己資本比率 

・不良債権比率               

 

 

・総貸出金［年度平残］                   

   

    〃    ［末    残］                   

 

・預    金［年度平残］                      

   

・預り資産［年度末残］                     

   

 

 

２８５億円以上   

１４０億円以上   

０．７５％以上   

５５％       

１０％以上   

１％台     

 

 

２８,６００億円   

（＋５,５００億円） 

３０,０００億円   

（＋５,７００億円） 

３３,４００億円   

（＋４,１００億円） 

８,５００億円   

（＋４,１００億円） 

 

 


